
相手の片足に足を４の字にして絡みつけ相手の動きを制する技。 
相手の足を掬ってバックに回るなどの攻めにもいけるが、主に防御に用いられる。 
柔道の足関節技「足絡み」のような技であるが、足関節を極めるのは反則なので、極めない程度の範囲で相手を制するように気を
つけること。 

試合での使用例 


